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岩手美人のお二人 打田修子&菊地きせこさんを紹介
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岩手県の人も話させてほしい。岩手県の人は、基本的に無口だと言われる。その分の情熱は計り知れない。ということ

で 

お二人の岩手美人をご紹介する。喜勢子さんも修子さんもお二人とも、ご子息が活躍していているが、そのご子息なども

知らないこともあるかも知れないので、その点はご勘弁願いたい。岩手県は、盛岡を中心にした北は旧南部藩(蕎麦文

化)、平泉から南は旧伊達藩(餅文化)であり、もちろん 3・11 の甚大な被害を受けた三陸地方も忘れてはいけない。10 年

目を迎える今期、まだまだ復興には難しいところもあるが、岩手県の人たちは本当に頑張っている。 

さて菊地喜勢子さんからお話をしよう。新幹線の駅とすれば宮城県に近い水

沢江刺が最寄り駅近くとなる。喜勢子さんの園は嫁ぎ先(旦那様)が未満児保育

園をしていて、その為に保母の学校に通い、後に園⾧になった。修子さんに誘

われて保総研に来たのだが、寡黙な喜勢子さんはその後ぞくぞくと事業を展開

していく。未満児保育園を、広大な敷地に普通の保育園を建て直し、あっさり

と(見える)認定こども園に変え、更に 2 園目も始めている。出会ってから、あ

っという間に進めるその手腕はやはり、伊達藩の血を引いているのか、いつも

ニコニコしているのに決めたとなると実に一直線だ。実は他の人とは覚悟が違う。腹が座っているのだ。「それ以上言わ

ない」でと、喜勢子さんの悲鳴が聞こえそうなのであとはやめとくこととする。 

『保総研の歴史 №14』今さらながら どうして 岩手美人の お二人 打田修子&菊地きせこさんを紹介     
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そして修子さんのことだ。修子さんとは、間違いなく今年で 30 年以上の付き合いになる。シャイの塊だが、歌も歌うし

祭りも大好きだ。保育にも精通している修子さんだが、喜勢子さん同様も若い頃からその心意気はなんともキップが良

い。彼女の保育の事を書くのが本筋だが、このコロナ渦、今年こども園・小規模保育事業に続いて「こども食堂」を始め

ている。見た目のシャイさとは裏腹にどうして福祉の心に満ち溢れているんだ。こちらも「いらんことを言うな」と言わ

れそうだが、みんなで応援したいものである。息子たちにしてみれば、今が全てであるが、是非ともこの女傑の精神を受

け継いで、面白く発展させてもらいたいものだ。どんな時代を迎えようと、どう守り、どう攻めるかは、その心意気と共

にある。厳しいことはたくさんあるが、是非とも岩手でも全国でも活躍して欲しい。岩手には、現在支部⾧しているカン

ナさんや同じく花巻のゆかりさんや盟友の小関らがいるが、それらについては又御述と勘弁願いたい。 
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